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〈
広
告
〉

タイヤのことなら

【営業時間】8：30～１7：30

【定 休 日】日曜・祝祭日

　八雲町末広町63 TEL.0137－62－2508

有限会社 中村タイヤ
キャッシュレス5％

還元対象店舗

「「八雲町プレミ八雲町プレミアアム商品券ム商品券」」

取扱店取扱店

「八雲町プレミアム商品券」

取扱店

　

町
で
は
、
降
雪
期
間
（
12
月
〜

3
月
）
の
町
道
の
交
通
確
保
の
た

め
、
除
排
雪
作
業
を
行
い
ま
す
。

【
出
動
目
安
は
15
㎝
の
降
雪
！
】

　

出
動
基
準
は
15
㎝
の
降
雪
を
目

安
に
、
パ
ト
ロ
ー
ル
に
よ
り
道
路

状
況
を
確
認
し
、
除
雪
を
行
い
ま

す
。
限
ら
れ
た
人
員
と
除
雪
車
で

効
率
的
な
作
業
を
行
う
た
め
に
、

町
民
皆
さ
ま
の
除
雪
に
対
す
る
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

【
路
上
駐
車
・
道
路
へ
の
雪
出
し

　

は
除
雪
作
業
の
大
敵
で
す
！
】

　

車
輌
の
路
上
（
違
法
）
駐
車
は
、

作
業
の
妨
げ
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
例
年
除
雪
後
の
道
路
へ

の
雪
出
し
行
為
に
よ
っ
て
道
幅
が

狭
く
な
り
通
行
の
障
害
が
見
受
け

ら
れ
ま
す
。
一
人
一
人
の
心
が
け

で
安
全
な
交
通
が
確
保
さ
れ
ま
す

の
で
、
次
の
事
項
も
含
め
て
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
ポ
イ
ン
ト

①
除
雪
作
業
の
障
害
と
な
る
も
の

は
、
路
上
に
放
置
し
な
い
で
く

だ
さ
い
。

②
道
路
に
面
し
た
『
さ
く
等
』
は

撤
去
し
て
く
だ
さ
い
。

③
除
雪
車
通
過
後
に
残
さ
れ
る
雪

は
、
各
自
で
処
理
さ
れ
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。
特
に
高
齢
者

の
家
庭
な
ど
は
、
ご
近
所
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

④
猛
吹
雪
の
時
や
夜
間
の
除
排
雪

は
、
非
常
に
危
険
な
た
め
作
業

を
行
い
ま
せ
ん
の
で
、
ご
理
解

を
お
願
い
し
ま
す
。

⑤
各
家
庭
・
事
業
所
の
雪
は
、
道

路
へ
雪
出
し
せ
ず
、
敷
地
内
で

処
理
す
る
か
、
町
が
指
定
す
る

雪
捨
て
場
所
に
運
ん
で
く
だ
さ

い
。

⑥
町
指
定
雪
捨
て
場
所
は
、
八
雲

地
域
は
栄
町
（
自
衛
隊
官
舎
前

通
り
丁
字
路
角
）
と
落
部
川
河

川
敷
（
落
部
橋
か
ら
山
側
）
、
熊

石
地
域
は
熊
石
鮎
川
町
（
北
海

道
さ
け
ま
す
・
内
水
面
試
験
場

道
南
支
場
）
と
熊
石
相
沼
町
（
相

沼
内
川
河
川
敷
）
の
計
4
ヶ
所

で
す
。

⑦
早
朝
の
除
雪
作
業
中
は
、
作
業

員
に
わ
か
り
や
す
い
よ
う
車
の

ラ
イ
ト
を
点
灯
し
て
走
行
し
て

く
だ
さ
い
。

【
道
路
へ
の
雪
出
し
は
法
律
で
禁

　

止
さ
れ
て
い
ま
す
！
】

　

道
路
交
通
法
第
76
条
で
は
、
道

路
に
お
け
る
交
通
の
危
険
や
妨
害

と
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
行
為
が
禁

路
上
駐
車
は
除
雪
作
業
の
大
敵
Z

冬期間通行止め
のお知らせ

　12月～3月の期間、除雪ができな

いため通行禁止とします。

冬期通行止め
区間

大
沼
国
道

5

内浦湾

落部

拡大図

止
さ
れ
て
お
り
、
道
路
交
通
法
施

行
細
則
第
19
条
に
そ
の
禁
止
行
為

と
し
て
「
道
路
に
雪
を
ま
き
、
又

は
捨
て
る
こ
と
」
と
規
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

道
路
へ
の
雪
出
し
は
行
わ
な
い

で
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

○
八
雲
地
域

・
車
両
セ
ン
タ
ー

　

☎
0
1
3
7
―
62
―
2
3
5
0

・
建
設
課
車
両
係

　

☎
0
1
3
7
―
62
―
2
1
1
5

○
熊
石
地
域　

・
熊
石
総
合
支
所
地
域
振
興
課

　

☎
0
1
3
9
8
│
2
│
3
1
1
1

　はぴあ八雲の駐車場は当施設利用者のための
駐車場ですが、日中・夜間の駐車・JRをご利用の
方の長時間駐車により、はぴあ八雲を利用する人
が駐車できずに大変困っています。また、冬期間
は、夜間の駐車により、除排雪の妨げになります
ので、駐車場の適切な利用をお願いします。
【問い合わせ先】

　はぴあ八雲　☎0137－68－2228

●はぴあ八雲からのお願い●

@OpenStreetMap contributors@OpenStreetMap contributors@OpenStreetMap contributors

落部
地区

皆
さ
ま
の

ご
理
解
と
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を
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43
（43）

45
（44）

64
（64）

64
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水
道
・
下
水
道
を
使
用
さ
れ
て

い
る
方
の
多
く
は
、
各
種
料
金
を

納
期
限
ま
で
に
納
付
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
一
部
の
方
に
つ
き
ま
し
て

は
納
期
限
を
経
過
し
て
も
未
納
の

方
が
い
ま
す
。

　

未
納
の
方
に
対
し
て
は
、
督
促

状
や
催
告
書
を
送
付
し
、
早
期
に

納
付
し
て
い
た
だ
く
よ
う
促
し
て

い
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
な
お
、
納

付
さ
れ
な
い
場
合
や
納
付
に
つ
い

て
の
相
談
の
な
い
場
合
は
、
次
の

よ
う
な
対
応
を
取
っ
て
い
ま
す
。

　

水
道
（
簡
易
水
道
）
料
金
の
滞
納

に
つ
い
て
は
、
給
水
停
止
予
告
通

知
書
を
送
付
し
、
指
定
期
限
ま
で

に
納
付
さ
れ
な
い
場
合
や
納
付
誓

約
を
し
な
い
場
合
に
は
、
や
む
を

得
ず
給
水
停
止
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
そ
の
後
は
、
裁
判
所
へ
の
支

払
督
促
申
立
に
よ
り
債
務
名
義

（
差
し
押
さ
え
す
る
こ
と
が
で
き

る
権
利
）
を
取
得
し
た
う
え
で
、

財
産
差
し
押
さ
え
に
よ
り
未
納
と

な
っ
て
い
る
料
金
を
回
収
し
て
い

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

※
集
落
排
水
使
用
料
の
滞
納
に
つ

い
て
も
同
様
の
取
り
扱
い
と
な
り

ま
す
。

　

ま
た
、
下
水
道
使
用
料
や
下
水

道
事
業
受
益
者
負
担
金
、
集
落
排

水
事
業
受
益
者
分
担
金
の
滞
納
に

つ
い
て
は
、
財
産
差
押
予
告
通
知

書
を
送
付
し
、
指
定
期
限
ま
で
に

納
付
さ
れ
な
い
場
合
や
納
付
誓
約

を
し
な
い
場
合
に
は
、
給
与
や
預

貯
金
な
ど
の
差
し
押
さ
え
に
よ
り

未
納
料
金
を
回
収
し
て
い
き
ま
す
。

　

水
道
事
業
は
皆
さ
ま
か
ら
の
料

金
収
入
を
基
本
に
運
営
し
て
い
ま

す
。
こ
の
料
金
収
入
が
確
保
さ
れ

な
け
れ
ば
、
施
設
の
更
新
や
維
持

管
理
が
で
き
な
く
な
り
、
皆
さ
ま

に
安
心
・
安
全
な
水
道
水
を
安
定

的
に
供
給
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　

町
で
は
、
財
源
の
確
保
や
公
平

性
の
確
保
の
観
点
か
ら
、
今
後
も

引
き
続
き
滞
納
整
理
を
強
化
し
て

い
き
ま
す
の
で
、
各
種
料
金
を
滞

納
さ
れ
て
い
る
方
は
、
で
き
る
だ

け
早
い
段
階
で
納
付
ま
た
は
納
付

の
相
談
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
・
納
付
相
談
先
】

・
環
境
水
道
課
業
務
係

　

☎
0
1
3
7
│
63
│
2
0
2
0

・
熊
石
総
合
支
所
地
域
振
興
課

　

☎
0
1
3
9
8
│
2
│
3
1
1
1

水
道
料
金
・
下
水
道
使
用
料
な
ど
の

　
　
　
　

未
納
に
関
す
る
対
応
に
つ
い
て

水道・簡易水道　料金収納状況の推移

0

50

100

金額
（百万円）

収納率（％）

八雲・水道 八雲・簡易水道 熊石・簡易水道
H30

0

250

500

収納率（％）

八雲・水道 八雲・簡易水道 熊石・簡易水道

調定額　　　　（収納額）　　　　収納率（八雲・水道）　　　　収納率（八雲・簡易水道）　　　　収納率（熊石・簡易水道）

【現年度分】

金額
（百万円）

金額
（万円）

金額
（万円）

【現年度分】

【過年度分】

下水道・集落排水　使用料収納状況の推移

0

15

30

39.4％

22.8％
13.2％

98.9％
99.1％ 98.8％

99.2％99.4％99.5％
36.6％

29.7％

10.2％

98.6％98.7％98.6％ 98.7％98.6％
97.6％97.5％

収納率（％）

八雲・下水道 八雲・集落排水 熊石・下水道

0

150

300

収納率（％）

八雲・下水道 八雲・集落排水 熊石・下水道

29.0％
34.0％34.0％ 32.3％13.8％

調定額　　　　（収納額）　　　　収納率（八雲・下水道）　　　　収納率（八雲・集落排水）　　　　収納率（熊石・下水道）

【過年度分】

64
（63）

42
（42）

201
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21
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（221）

1,255
（459）
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（90）

30.3％
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（95）

288
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（21）

6.5％
11.9％

191
（12）

190
（23）

36.4％

1,198
（436）

41.4％

1,293
（536）
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今
年
度
は
、
３
年
に
１
度
の
一
斉
改

選
の
年
に
あ
た
り
、
12

月
１
日
か
ら
あ

ら
た
め
て
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
主

任
児
童
委
員
が
厚
生
労
働
大
臣
、
北
海

道
知
事
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
低
所
得
者

の
自
立
更
生
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
、

ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
の
福
祉
向
上
、
児

童
の
健
全
育
成
な
ど
の
社
会
福
祉
活
動

を
担
っ
て
ま
す
。

　

ま
た
、
主
任
児
童
委
員
は
児
童
福
祉

に
関
す
る
相
談
、
支
援
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

民
生
委
員
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
地

区
に
お
い
て
、
悩
み
ご
と
や
心
配
ご
と

の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
相
談
内
容

の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

新
し
い

民
生
委
員
・

児
童
委
員
が

委
嘱
さ
れ
ま
し
た

困
っ
た
と
き
の
相
談
は
こ
ち
ら
へ

八雲町民生委員・児童委員名簿 任期／令和元年12月1日～令和4年11月30日

　 氏 　 名 　

近　藤　厚　子

八　木　英　行

小　林　はるみ

倉　地　清　子

山　本　友　子

小　西　寿美子

野　畑　京　子

小　島　信　子

小　滝　惠　子

瀧　澤　陽　子

安　藤　二三枝

大　野　尚　司

戸　田　孝　雄

藤　島　愼　一

赤　井　義　範

半　谷　広　志

八　木　康　夫

西　田　智　子

山　内　和　夫

勝　谷　康　広

丹　内　達次郎

間　　　　　末

土　田　奈津美

勇内山　義　房

竹　村　正　美

下　里　　　晃

水　口　忠　行

勇内山　和　子

佐　橋　忠　男

能　代　常　男

太　田　さち子

大　井　信　夫

鈴　木　俊　彦

川　合　幹　城

電 話 番 号

6 4 - 2 4 3 4

6 3 - 2 6 3 7

6 3 - 3 6 7 8

6 2 - 2 3 4 7

6 3 - 3 8 5 7

6 2 - 3 7 7 0

6 4 - 3 3 7 2

6 3 - 3 7 0 0

6 2 - 3 0 8 0

6 3 - 2 8 1 0

6 3 - 3 9 8 0

6 2 - 2 5 0 1

6 3 - 3 3 3 5

6 4 - 2 6 7 0

6 3 - 2 0 9 0

6 4 - 2 8 7 0

6 4 - 3 3 9 8

6 2 - 2 6 5 9

6 2 - 2 6 5 5

6 4 - 3 5 3 4

6 6 - 5 1 1 1

6 2 - 2 7 5 4

6 4 - 2 1 6 6

6 3 - 3 9 6 6

6 3 - 2 4 7 2

6 8 - 2 0 3 2

6 3 - 3 8 2 3

6 4 - 2 5 7 1

6 2 - 2 6 3 9

6 4 - 2 6 0 2

6 2 - 2 6 1 4

6 2 - 3 4 4 4

6 2 - 3 6 6 7

6 4 - 2 7 9 2

担 当 区 域

元町 全 　　　　　　

本町①②③．末広町①

本町④⑤⑥⑦

本町⑨⑩．東雲町①

東雲町③④　　　　　

東雲町②⑤　　　　　

豊河町 全 　　　　　

東町①②④　　　　　

東町③　　　　　　　

東町⑤⑥　　　　　　

富士見町①④　　　　

富士見町②③　　　　

住初町①②③⑤　　　

住初町④．栄町① 　　

栄町②③⑤．緑町　

栄町④⑥

三杉町 全 　　　　　

相生町 全 　　　　　

末広町②③④　　　　

宮園町　全

出雲町①②③

出雲町④⑤　　　　　

出雲町⑥⑦⑧　　　　

内浦町①

内浦町②　　　　　　

黒岩 全 　　　　　　

山崎 全 　　　　　　

花浦 全 　　　　　　

立岩 ① 　　　　　　

立岩 ②

大新 全 　　　　　　

春日 全 　　　　　　

上八雲．鉛川 　　　　

熱田 全

担 当 委 員

　 氏 　 名 　

菅　井　一　夫

湊　　　恵美子

森　川　弘　之

安　藤　清　子

菅　原　祐　子

柴　田　浩　幸

玉　山　美由紀

鶴　見　早　苗

大　山　敦　子

伊　藤　義　親

宮　本　りさ子

田　代　照　子

林　　　孝　子

菊　地　明　博

牧　　　由紀美

田　中　一　雄

油　谷　州　明

桂　川　敏　幸

益　田　直　江

佐　野　和　巳

干　場　たまみ

岩　佐　陽　子

目　谷　朝　子

飯　田　たまき

井　口　武　俊

平　井　信　子

田　村　妙　子

　 氏 　 　 名 　

古　川　信　子

小　林　元　彦

田　中　惠　子

電 話 番 号

6 4 - 3 4 1 2

6 2 - 2 2 3 1

6 4 - 2 2 3 5

6 6 - 2 5 2 5

6 6 - 2 5 2 7

6 6 - 2 6 4 2

6 6 - 2 6 6 7

6 7 - 2 1 4 3

6 7 - 2 3 5 1

6 7 - 2 9 2 9

6 7 - 3 3 4 5

6 7 - 2 6 1 0

6 7 - 2 9 1 0

6 7 - 2 5 1 8

3 - 8 5 6 5

3 - 8 3 3 9

3 - 8 0 1 2

3 - 8 0 4 7

3 - 8 2 3 0

2 - 3 2 4 0

2 - 2 0 1 1

2 - 3 7 4 0

2 - 2 2 0 9

2 - 3 9 8 8

2 - 3 1 7 7

2 - 3 5 9 7

2 - 3 8 3 8

電 話 番 号

6 2 - 2 6 2 9

6 7 - 2 6 2 4

3 - 8 2 7 3

担 当 区 域

浜松 全 　　　　　　

山越②④　　　　　　

山越①③　　　　　　

野田生①②　　　　　

野田生③④　　　　　

野田生⑤．桜野 全　　

東野 全．わらび野　　

落部①②④　　　　　

落部③⑧⑨　　　　　

落部⑤⑥⑪　　　　　

落部⑩．旭丘 　　　　

落部⑦．入沢 全　　　

上の湯 全.下の湯　　

栄浜 全 　　　　　　

折戸 全

２相沼

３・４相沼

舘平・１泊川

２・３泊川

見日・鮎川（大谷含）

平（特老周辺除）

畳岩（特老周辺含）

根崎

雲石団地

雲石

鳴神・西浜

関内

担 当 区 域

八雲町内全区域

八雲町内全区域

八雲町内全区域

担 当 委 員

主任児童委員
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周
囲
の
人
の
せ
き
や
く
し
ゃ
み

で
、
嫌
な
思
い
を
し
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
？
マ
ス
ク
を
し
な
い

で
せ
き
や
く
し
ゃ
み
を
す
る
と
、

そ
の
し
ぶ
き
は
2
メ
ー
ト
ル
程
度

飛
ぶ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
「
せ

き
エ
チ
ケ
ッ
ト
」
は
、
周
囲
の
人
に

対
す
る
思
い
や
り
の
マ
ナ
ー
で
す
。

・
せ
き
や
く
し
ゃ
み
が
出
る
と
き

　

は
、
必
ず
マ
ス
ク
を
着
用
し

　

ま
し
ょ
う
。 

・
せ
き
や
く
し
ゃ
み
を
す
る
と
き

　

は
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
な

　

ど
で
口
と
鼻
を
押
さ
え
、
周
囲

　

の
人
か
ら
顔
を
背
け
ま
し
ょ
う
。

○
主
な
症
状

　

感
染
後
１
〜
2
日
で
下
痢
や
吐

き
気
、
お
う
吐
、
腹
痛
な
ど
の
症

状
が
出
ま
す
。
高
齢
者
や
乳
幼
児

は
お
う
吐
物
を
気
管
に
詰
ま
ら
せ

た
り
、
下
痢
に
よ
る
脱
水
症
状
を

起
こ
し
た
り
す
る
こ
と
が
あ
る
の

で
注
意
が
必
要
で
す
。

○
予
防
法

・
調
理
前
や
食
事
前
、
ト
イ
レ
の

　

後
な
ど
は
、
せ
っ
け
ん
で
手
を

　

洗
い
ま
し
ょ
う
。

・
調
理
器
具
や
ふ
き
ん
な
ど
は
、

　

十
分
に
消
毒
す
る
。

・
カ
キ
な
ど
の
生
食
は
、「
生
食
用
」

　

と
表
示
さ
れ
た
も
の
に
限
る
。

※
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
、
ア
ル
コ
ー

　

ル
消
毒
で
は
十
分
な
効
果
が
得

　

ら
れ
な
い
た
め
、
ス
プ
レ
ー
式

　

ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
剤
の
手
指
す

　

り
込
み
で
は
不
十
分
で
す
。

※
消
毒
は
、
加
熱
か
次
亜
塩
素
酸

　

ナ
ト
リ
ウ
ム
（
家
庭
用
塩
素
系

　

漂
白
剤
な
ど
）
を
薄
め
て
使
う

　

方
法
が
有
効
。

○
も
し
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
ら

・
お
う
吐
や
下
痢
な
ど
に
よ
る
脱

水
症
状
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
、

水
分
を
補
給
し
早
め
に
医
療
機

関
で
受
診
す
る
。 

・
自
己
判
断
で
下
痢
止
め
な
ど
を

　

飲
ま
な
い
。 

・
手
洗
い
後
は
、
個
人
専
用
タ
オ

　

ル
を
使
う
。 

・
便
や
お
う
吐
物
に
は
直
接
触
れ

ず
、
マ
ス
ク
と
ビ
ニ
ー
ル
手
袋

を
着
用
し
て
処
理
す
る
。 

・
入
浴
の
順
番
は
、
家
族
の
最
後

　

に
す
る
。

※
下
痢
や
お
う
吐
な
ど
の
症
状
が

な
く
な
っ
て
も
、
通
常
1
週
間

程
度
、
長
い
と
き
に
は
1
ヵ
月

程
度
、
ウ
イ
ル
ス
の
排
出
が
続

く
こ
と
が
あ
る
の
で
、
症
状
が

改
善
し
た
後
も
注
意
が
必
要
で

す
。

・
手
洗
い
前
に
、
腕
ま
く
り
を
し

　

腕
時
計
・
指
輪
な
ど
は
外
し
ま

　

す
。

・
水
洗
い
だ
け
で
は
な
く
、
必
ず

せ
っ
け
ん
を
つ
け
て
手
を
洗
い

ま
す
。
指
先
、
指
の
間
、
爪
や

手
首
、
親
指
の
周
り
は
汚
れ
が

残
り
や
す
い
の
で
、
忘
れ
ず
に

し
っ
か
り
洗
い
ま
す
（
目
安
は
30

秒
で
す
）
。

・
し
っ
か
り
洗
っ
た
ら
流
水
で
丁

　

寧
に
せ
っ
け
ん
を
流
し
ま
す
。

・
乾
い
た
タ
オ
ル
で
水
分
を
十
分

　

に
拭
き
取
り
ま
す
（
タ
オ
ル
は

　

個
人
専
用
に
し
ま
し
ょ
う
）
。

・
水
を
止
め
る
際
は
、
ま
ず
蛇
口

　

に
水
を
か
け
汚
れ
を
落
と
し
て

　

か
ら
水
を
止
め
ま
す
。

※
せ
っ
け
ん
は
、
固
形
タ
イ
プ
で

　

は
な
く
、
プ
ッ
シ
ュ
ボ
ト
ル
タ

　

イ
プ
を
お
勧
め
し
ま
す
。

〜
洗
う
タ
イ
ミ
ン
グ
は
？
〜

・
帰
宅
時　

・
ト
イ
レ
の
あ
と

・
調
理
を
す
る
前
や
食
事
前

・
せ
き
や
く
し
ゃ
み
の
後

【
問
い
合
わ
せ
先
】

・
保
健
福
祉
課
健
康
推
進
係

（
シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ザ
内
）

　

☎
0
1
3
7
│
64
│
2
1
1
1

・
熊
石
総
合
支
所
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

　

☎
0
1
3
9
8
│
2
│
3
1
1
1

　

冬
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
感

染
性
胃
腸
炎
な
ど
の
感
染
症
が
流

行
す
る
時
期
で
す
。
一
人
一
人
が

正
し
い
知
識
と
予
防
法
を
身
に
付

け
、
元
気
に
冬
を
過
ご
し
ま
し
ょ

う
。

○
主
な
症
状

　

通
常
1
〜
3
日
間
の
潜
伏
期
間

を
経
て
、
38

℃
以
上
の
発
熱
、
頭

痛
、
関
節
痛
、
筋
肉
痛
な
ど
全
身

の
症
状
が
突
然
現
れ
ま
す
。
あ
わ

せ
て
普
通
の
風
邪
と
同
じ
よ
う

に
、
の
ど
の
痛
み
、
鼻
汁
、
咳
な

ど
の
症
状
も
見
ら
れ
ま
す
。

○
予
防
法

・
外
出
後
や
食
事
前
な
ど
、
こ
ま

　

め
に
う
が
い
や
せ
っ
け
ん
で
手

　

洗
い
す
る
。 

・
人
の
多
く
集
ま
る
場
所
で
は
、

　

マ
ス
ク
を
着
用
す
る
。

・
部
屋
の
湿
度
（
50

〜
60

%
）
や

　

水
分
補
給
な
ど
、
部
屋
や
口
の

　

中
が
乾
燥
し
な
い
よ
う
に
す
る
。

・
十
分
な
休
養
と
バ
ラ
ン
ス
の
と

　

れ
た
栄
養
摂
取
を
心
が
け
、
自

　

己
免
疫
力
を
高
め
る
。 

・
予
防
接
種
を
受
け
る

※
高
齢
者
（
65

歳
以
上
）
な
ど
の
方

に
対
し
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
の
助
成
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
町
広
報
10

月
号
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

○
も
し
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
ら

・
早
め
に
医
療
機
関
を
受
診
す
る
。

・
睡
眠
を
十
分
に
と
り
安
静
に
す
る
。

・
水
分
を
十
分
に
補
給
す
る
。

・
咳
や
く
し
ゃ
み
な
ど
の
症
状
が

あ
る
時
は
、
周
り
の
方
へ
う
つ

さ
な
い
た
め
に
、
マ
ス
ク
を
着

用
す
る
。

・
人
ご
み
や
繁
華
街
へ
の
外
出
を

　

控
え
、
無
理
を
し
て
学
校
や
職

　

場
な
ど
に
行
か
な
い
。

※
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
発
症
前
日
か

ら
発
症
後
3
〜
7
日
間
は
ウ
イ

ル
ス
が
排
出
さ
れ
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
ウ
イ

ル
ス
を
排
出
し
て
い
る
間
は
、

外
出
を
控
え
る
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や

感
染
性
胃
腸
炎
に

気
を
つ
け
よ
う
Y

流
行
の
季
節
が
や
っ
て
来
ま
し
た

▼
感
染
性
胃
腸
炎

  
（
主
に
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
）

▼
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

「
せ
き
エ
チ
ケ
ッ
ト
」
を

守
り
ま
し
ょ
う

感
染
防
止
の
ポ
イ
ン
ト

「
正
し
い
手
洗
い
方
法
」

感
染
防
止
の
ポ
イ
ン
ト
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令
和
2
年
度

保
育
所
入
所
児
童
を

募
集
し
ま
す

　

入
所
を
希
望
さ
れ
る
保
護
者
の
方
は
申
し
込
み
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
現
在
入
所
中
で
引

き
続
き
新
年
度
も
入
所
さ
れ
る
場
合
は
現
況
届
の
提

出
が
必
要
で
す
。
提
出
し
て
い
な
い
場
合
は
、
早
急

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

 
 

入
所
で
き
る
の
は
、
保
護
者
が
仕
事
や
病
気
等
の

理
由
に
よ
り
、
児
童
の
保
育
が
で
き
な
い
場
合
で
す
。

【
受
付
期
間
・
受
付
場
所
】

   

12

月
2
日
（
月
）
〜
13

日
（
金
）

　

午
前
8
時
30

分
〜
午
後
5
時
15

分

【
受
付
場
所
】

・
住
民
生
活
課
児
童
係

・
熊
石
総
合
支
所
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

・
落
部
支
所

・
相
沼
泊
川
出
張
所

※
現
在
保
育
所
に
入
所
中
の
児
童
（
在
園
児
）
数
と
新

規
申
し
込
み
の
児
童
数
が
、
各
保
育
所
の
定
員
を

上
回
る
場
合
は
入
所
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

※
ご
希
望
ど
お
り
の
保
育
所
に
入
所
で
き
な
い
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

※
年
度
途
中
の
入
所
も
随
時
受
付
し
ま
す
が
、
保
育

所
の
状
況
な
ど
で
入
所
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

令
和
2
年
度
中
に
育
児
休
業
明
け
な
ど
で
途
中
入

所
す
る
こ
と
が
事
前
に
分
か
っ
て
い
る
場
合
に

は
、
必
ず
受
付
期
間
中
に
申
し
込
み
・
問
い
合
わ

せ
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※
季
節
保
育
所
の
園
児
募
集
に
つ
い
て
は
、
直
接
保

　

育
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

・
住
民
生
活
課
児
童
係

☎
0
1
3
7
│
62
│
2
1
1
2

・
熊
石
総
合
支
所
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

☎
0
1
3
9
8
│
2
│
3
1
1
1

保 育 園 名

国 の 子 保 育 園

なかよし保育園

あかしや保育園

認 定 こ ど も 園
八雲マリア幼稚園

熊 石 保 育 園
相 沼 保 育 園
※ 統 合 予 定

定　員

90名

90名

50名

45名

対 象 児

6ヶ月～5歳

6ヶ月～5歳

6ヶ月～5歳

6ヶ月～5歳

30名
（予定）

6ヶ月～5歳

　

令
和
元
年
10

月
に
発
生
し
た
台

風
19

号
に
よ
り
被
災
さ
れ
た
皆
さ

ま
に
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

被
災
者
支
援
の
た
め
、
義
援
金

を
募
集
し
ま
す
。

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
義
援
金

は
、
全
額
日
本
赤
十
字
社
を
通
じ

て
、
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
届
け

ら
れ
ま
す
。

　

温
か
い
ご
支
援
を
心
か
ら
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

【
受
付
期
間
】

　

令
和
2
年
3
月
31

日
（
火
）
ま

で【
義
援
金
箱
へ
の
募
金
】

①
住
民
生
活
課
社
会
係

②
落
部
支
所

③
熊
石
総
合
支
所

④
相
沼
・
泊
川
出
張
所

⑤
シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ザ

⑥
公
民
館

⑦
図
書
館

⑧
総
合
体
育
館

⑨
八
雲
総
合
病
院

⑩
熊
石
国
保
病
院

※
受
領
証
が
必
要
な
場
合
は
、
お

申
し
付
け
く
だ
さ
い
。
な
お
、

⑤
〜
⑩
に
つ
い
て
は
、
受
領
証

の
発
行
は
で
き
ま
せ
ん
。

【
郵
便
振
替
に
よ
る
募
金
】

　

振
込
先

・
口
座
記
号
番
号　

　

0
0
1
9
0
│
8
│
5
1
5
0
0
5

・
口
座
加
入
者
名　

　

日
赤
令
和
元
年
台
風
第
19
号
災

　

害
義
援
金

※
窓
口
で
の
お
振
り
込
み
の
場
合

は
、
振
込
手
数
料
は
免
除
さ
れ

ま
す
（
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
よ
る
通
常
払

込
み
、
ゆ
う
ち
ょ
ダ
イ
レ
ク
ト

を
ご
利
用
の
場
合
は
、
所
定
の

振

込

手

数

料

が

か

か

り

ま

す
）
。

※
受
領
証
発
行
を
希
望
す
る
場
合

は
、
通
信
欄
に
「
受
領
証
希
望
」

と
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

住
民
生
活
課
社
会
係

　

☎
0
1
3
7
│
62
│
2
1
1
2

令
和
元
年
台
風
19
号

災
害
義
援
金
募
集
の

　
　
　
　
　
　

お
知
ら
せ
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障
が
い
や
病
気
な
ど
を
持
つ
方

が
、
周
り
の
方
か
ら
の
配
慮
や
助

け
を
受
け
や
す
く
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
身
に
着
け
る
「
ヘ
ル
プ

マ
ー
ク
」
や
「
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
」
を

配
布
し
て
い
ま
す
。

【
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
と
は
】

　

外
見
で
は
障
が
い
な
ど
が
分
か

り
に
く
い
方
が
身
に
つ
け
る
も
の

で
す
。

【
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
と
は
】

　

緊
急
連
絡
先
や
か
か
り
つ
け
医

療
機
関
を
書
く
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
お
り
、
緊
急
時
の
支

援
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
り
ま
す
。

【
申
請
窓
口
】

・
保
健
福
祉
課
障
が
い
者
福
祉
係

・
熊
石
総
合
支
所
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

・
落
部
支
所

・
相
沼
泊
川
出
張
所

※
申
請
書
は
右
記
窓
口
ま
た
は
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
用
意
し
て
あ
り

ま
す
。

【
郵
送
に
よ
る
申
請
書
の
送
付
先
】

　

保
健
福
祉
課
障
が
い
者
福
祉
係

（
栄
町
13
│
1
シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ザ
内
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

保
健
福
祉
課
障
が
い
者
福
祉
係

　
　
　

（
シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ザ
内
）

　

☎
0
1
3
7
│
64

│
2
1
1
1

　

北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
は
、
道
内
1
7
9
市
町
村
と

の
連
携
の
も
と
、
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
を
運
営
し
て
い
る
特
別
地

方
公
共
団
体
で
す
。

　

こ
の
度
、
広
域
連
合
で
は
、
広

域
連
合
と
市
町
村
が
連
携
し
な
が

ら
処
理
す
る
事
務
に
つ
い
て
定
め

た
「
広
域
計
画
」
を
改
正
し
ま
す
。

　

こ
の
第
3
次
広
域
計
画
の
改
正

に
あ
た
り
、
次
の
と
お
り
広
く
住

民
の
皆
さ
ま
か
ら
ご
意
見
を
募
集

し
ま
す
。

【
募
集
案
件
】

　

第
3
次
北
海
道
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
広
域
計
画
（
改
正
原

案
）

【
募
集
期
間
】

　

12
月
6
日
（
金
）

〜
令
和
2
年
1
月
6
日
（
月
）

（
必
着
）

【
公
表
す
る
資
料
に
つ
い
て
】

・
「
第
3
次
北
海
道
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
広
域
計
画
（
改

正
原
案
）
」

・
「
第
3
次
北
海
道
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
広
域
計
画
（
改

正
原
案
）
新
旧
対
照
表
」  

【
資
料
お
よ
び
募
集
要
領
の
入
手

　

方
法
に
つ
い
て
】

　

意
見
募
集
の
開
始
日
か
ら
、
北

海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（h

ttp
s://iry

o
k
o
u
ik

i-

h
o
k
k
a
id

o
.jp

/h
o
tn

e
w

s/d
e
ta

il

/0
0
0
0
0
2
2
5
.h

tm
l

）
に
掲
載
す
る

と
と
も
に
次
の
場
所
で
配
布
し
て

い
ま
す
。

・
住
民
生
活
課
国
民
健
康
保
険
係

・
熊
石
総
合
支
所
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

・
北
海
道
後
期
高
齢
者

　
　
　
　
　
　
　

医
療
広
域
連
合

【
問
い
合
わ
せ
先
】

・
北
海
道
後
期
高
齢
者

　
　
　
　
　
　
　

医
療
広
域
連
合

　

☎
0
1
1
│
2
9
0
│
5
6
0
1

・
住
民
生
活
課
国
民
健
康
保
険
係

　

☎
0
1
3
7
│
62

│
2
1
1
2

・
熊
石
総
合
支
所
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

　

☎
0
1
3
9
8
│
2
│
3
1
1
1

第
3
次
北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

広
域
計
画
（
改
正
原
案
）
に
関
す
る
住
民
意
見

募
集
に
つ
い
て

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
、
ヘ
ル
プ

カ
ー
ド
に
つ
い
て

1
年
間
の
挨
拶
と
物
産
振
興

事
業
に
つ
い
て

　

今
年
度
も
八
雲
町
地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
拠
点
で
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
ら
・
ふ
も
に
は
町

内
外
問
わ
ず
た
く
さ
ん
の
方
々
に

ご
来
店
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
た
く
さ
ん
の
事
業
者
の

方
々
に
も
ご
協
力
し
て
頂
き
、
イ

ベ
ン
ト
活
動
な
ど
を
実
施
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

さ
て
、
私
た
ち
地
域
お
こ
し
協

力
隊
は
、
11
月
12
日
か
ら
「
八
雲
を

味
わ
お
う
」
と
題
し
て
、
八
雲
の

商
品
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
八

雲
町
情
報
交
流
物
産
館
「
丘
の
駅
」

内
で
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
に

な
っ
て
い
る
商
品
を
試
食
で
き
る

特
設
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
に
、
八
雲
の
ふ
る
さ

と
納
税
の
返
礼
品
の
種
類
や
ラ
ン

キ
ン
グ
な
ど
を
調
査
し
、
訪
れ
た

方
が
少
し
で
も
ふ
る
さ
と
納
税
に

興
味
を
持
ち
、「
納
税
し
て
み
よ

う
か
な
」
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
な
チ
ラ
シ
作
成
や
試
食
を
実
施

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

私
た
ち
が
実
際
に
店
頭
に
立
ち

P
R
活
動
や
商
品
説
明
を
行
う
こ

と
に
よ
り
、
商
品
を
手
に
取
っ
て

も
ら
う
機
会
を
増
や
す
こ
と
が
で

き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
こ
の
活
動
の
効
果
測
定
を
行

い
、
分
析
結
果
か
ら
今
後
の
動
き

や
販
売
促
進
を
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
私
た
ち

八
雲
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
、

八
雲
町
の
P
R
を
S
N
S
や
イ
ベ

ン
ト
な
ど
を
通
し
て
町
内
外
に
発

信
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
後
も
引
き
続
き
協
力
隊
の
活

動
情
報
は
各
S
N
S
等
で
配
信
し

て
い
き
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

協
力
隊 

奮
闘
日
記

協
力
隊
と
町
民
の
情
報
交
換

30
vol.

リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
情
報
は
、Fa

c
e
-

b
o

o
k

・Tw
itte

r

・In
sta

g
ra

m

、

Lin
e
@

、
ア
メ
ー
バ
ブ
ロ
グ
で
発
信

し
て
い
ま
す
。

○F
a
c
e
b

o
o

k

：

@
c
o

k
.y

a
k
u
m

o
  

○T
w

itte
r

：

@
ya

k
u
m

o
_k

yo
ryo

k
u

○In
sta

g
ra

m

：

ya
k
u
m

o
c
h
o
_k

yo
ryo

k
u
ta

i

○Lin
e
@

：@
u
te

0
3
5
6
s

○
ア
メ
ー
バ
ブ
ロ
グ
：

h
ttp

s://a
m

e
b

lo
.jp

/y
a
k
u

m
o

c
h
o

-k
y
o

ry
o

k
u
ta

i
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カ
ー
ド
で
す
。
次
の
よ
う
な
と
き

に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
使
え

ま
す
。

・
顔
写
真
付
き
の
公
的
身
分
証
明

書
で
す
の
で
運
転
免
許
証
と
同

じ
く
、
金
融
機
関
の
口
座
開

設
・
携
帯
電
話
の
契
約
・
郵
便

局
で
の
荷
物
受
け
取
り
な
ど
本

人
確
認
が
必
要
な
と
き
。

・
年
金
や
税
な
ど
の
手
続
き
で
本

人
確
認
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
求

め
ら
れ
た
と
き
。

・
勤
務
先
か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の

提
出
を
求
め
ら
れ
た
と
き
。

・
ｅ
│
Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
し
て
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
確
定
申
告
を
す

る
と
き
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請

か
ら
交
付
ま
で
に
約
1
ヵ
月
半
程

度
の
期
間
が
か
か
り
ま
す
の
で
、

余
裕
を
も
っ
て
申
請
を
し
て
く
だ

さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

・
住
民
生
活
課
戸
籍
住
民
係

　

☎
0
1
3
7
│
62
│
2
1
1
2

・
熊
石
総
合
支
所
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

　

☎
0
1
3
9
8
│
2
│
3
1
1
1

・
落
部
支
所

　

☎
0
1
3
7
│
67
│
2
2
3
1

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
つ
く
り
ま
せ
ん
か

【
問
い
合
わ
せ
先
】

・
八
雲
消
防
署

　

☎
0
1
3
7
│
63
│
2
6
8
6

　

北
海
道
で
は
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
等

依
存
症
に
関
す
る
知
識
の
普
及
、

ギ
ャ
ン
ブ
ル
等
依
存
症
で
悩
む
方

の
回
復
お
よ
び
社
会
復
帰
に
つ
い

て
の
理
解
の
促
進
を
図
る
た
め
、

啓
発
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

　

参
加
無
料
、
申
し
込
み
不
要
な

の
で
、
た
く
さ
ん
の
ご
来
場
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
日
時
】
12
月
20
日
（
金
）

　
　

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

【
場
所
】

　

渡
島
総
合
振
興
局
講
堂

（
函
館
市
美
原
4
丁
目
6
│
16
）

【
参
加
料
】
無
料

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

八
雲
保
健
所　

　

☎
0
1
3
7
│
63
│
2
1
6
8

 
 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
が
記
載
さ
れ
た
顔
写
真

付
き
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
Ｉ
Ｃ

ギ
ャ
ン
ブ
ル
等
依
存
症

普
及
啓
発
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
ま
す

　

今
年
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
わ
ず

か
と
な
り
、
年
末
年
始
は
例
年
火

災
が
多
発
す
る
傾
向
に
あ
り
、
出

火
原
因
の
多
く
は
ち
ょ
っ
と
し
た

火
の
不
始
末
や
不
注
意
に
よ
っ
て

起
き
て
い
ま
す
。

　

か
け
が
え
の
な
い
生
命
と
財
産

を
守
る
た
め
に
も
、お
出
か
け
前
や

お
休
み
前
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
火

の
元
に
は
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

住
宅
火
災　

い
の
ち
を
守
る

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

【
3
つ
の
習
慣
】

・
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
に
や
め
る

・
ス
ト
ー
ブ
の
近
く
に
は
燃
え
や

す
い
も
の
を
置
か
な
い
。

・
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離

れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

【
4
つ
の
対
策
】

・
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

・
寝
具
や
衣
類
か
ら
の
火
災
を
防

ぐ
た
め
に
、
防
炎
製
品
を
使
用

す
る
。

・
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

め
に
、
住
宅
用
消
火
器
等
を
設

置
す
る
。

・
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な

人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の

協
力
体
制
を
つ
く
る
。

年
末
年
始
に
お
け
る

　

火
災
予
防
に
つ
い
て

試乗できますY

〈
広
告
〉

〈
広
告
〉

　下記の理由などにより、指定された学校以

外の学校へ就学を希望される場合は、教育委

員会までご相談ください。

　なお、緊急の場合を除き、12月20日（金）ま

でにお願いします。

・身体的理由により指定学校に通学すること

が困難な場合

・教育的配慮を必要とする場合

・転居などにより著しく教育に支障をきたす

場合

・家庭に関わる理由により著しく教育に支障

をきたす場合

・その他やむを得ない事由がある場合

【問い合わせ先】　　　　　　　　　

　教育委員会学校教育課（公民館内）

　☎0137－63－3131

就学校変更の

取り扱いについて

広報 ���  12月号　12



北海道新幹線八雲町内工事区間概要図

　2030年度末に札幌までの開業を目指す北海道新幹線に関わる情報を随時お知らせします。

北海道新幹線建設工事の進ちょく状況について
　建設主体である独立行政法人鉄道建設・運輸施設整備支援機構北海道新幹線建設局が八雲鉄道建設

所管内において実施しているトンネル工事の進ちょく状況を紹介します。

【問い合わせ先】・新幹線推進室 ☎0137－62－2300

　　　　　　　　・独立行政法人鉄道建設・運輸施設整備支援機構北海道新幹線建設局八雲鉄道建設所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎0137－66－5620

北海道新幹線（八雲地域）情報コーナー

八
雲
鉄
道
建
設
所
管
内
工
事
一
覧

件　　名 主たる工種 進ちょく状況

令和元年11月1日現在

工　　期 受　注　者

渡島トンネル

磐石トンネル

野田追トンネル

上の湯 落部川
道道八雲厚沢部線

上の湯 下二股川（落部川）

わらび野 下二股川（野田追川）

桜野 野田追川
道道桜野野田生停車場線

明かり区間 約5.5km

新八雲（仮称）駅（春日）

噴火湾

遊楽部川橋りょう
約32.7km

二股トンネル

約1.5km

約4.5km

立岩トンネル

約17km
約8.2km

新
函
館
北
斗
方

札
幌
方

大
新

立
岩

1 2 643 5 7 8 9

明かり区間
（トンネル以外の区間）

トンネル
すでに契約・着工
している場所

北海道新幹線駅
の位置

平成29年7月14日～
令和7年3月13日

トンネル 4,540m
斜坑 1,100m

北海道新幹線、
渡島トンネル（上二股）

清水・岩倉・新谷・
高橋JV

仮設備組立

仮設ヤード
造成

1

平成29年10月4日～
令和5年7月3日

トンネル 2,986m
路盤工 30m

北海道新幹線、
磐石トンネル（北）他

西松・淺沼・中山・
岸本JV

平成30年3月2日～
令和4年6月1日

トンネル 1,980m
斜坑 280m

北海道新幹線、
祭礼トンネル他

三井住友・村本・
中塚JV

斜坑掘削
9m

工事用道路
整備

4

平成29年11月28日～
令和7年1月27日

トンネル 5,270m
路盤工 40m

北海道新幹線、
渡島トンネル（上ノ湯）他

安藤ハザマ・若築・
堀口・斉藤JV

2

平成30年8月7日～
令和5年9月6日

トンネル 3,089m
斜坑 140m

北海道新幹線、
二股トンネル外1ヶ所

戸田・りんかい日産・
田中・鈴木東建JV

3

平成28年1月25日～
令和4年3月24日

トンネル 3,675m
斜坑 270m

北海道新幹線、
野田追トンネル（南）他

東急・東鉄・廣野・
草野JV

斜坑掘削270m
本坑掘削1,607m

斜坑掘削1,675m
本坑掘削15m

5

平成26年12月12日～
令和3年11月11日

トンネル 4,490m
路盤工 40m

北海道新幹線、
野田追トンネル（北）他

フジタ・株木・石山・
砂子JV

掘削
2,887m

6

北海道新幹線、
立岩トンネル（立岩）他

平成26年3月20日～
令和4年12月22日

戸田・伊藤・新太平洋・
北海道軌道施設JV

トンネル 5,015m
路盤工 20m

掘削
3,150m

7

8

9
平成28年2月29日～
令和6年2月28日

トンネル 4,960m
斜坑 1,675m

北海道新幹線、
立岩トンネル（山崎）

大林・青木あすなろ・
松本・阿部JV

斜坑掘削
82m

祭礼トンネル

約2km
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町
が
導
入
し
て
い
る
、
小
中
一

貫
教
育
お
よ
び
学
校
・
家
庭
・
地

域
が
一
体
と
な
っ
て
学
校
運
営
を

支
え
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

　

北
海
道
土
産
と
し
て
有
名
な
木

彫
り
熊
。
そ
の
発
祥
地
で
あ
る
八

雲
の
木
彫
り
熊
に
つ
い
て
、
歴
史

や
彫
り
方
の
特
徴
な
ど
、
実
物
の

木
彫
り
熊
を
用
い
て
解
説
し
ま

す
。

　

八
雲
と
他
の
地
域
の
木
彫
り
熊

の
違
い
を
紹
介
す
る
な
ど
も
で
き

ま
す
。

　

八
雲
地
域
開
墾
の
中
心
と
な
っ

た
尾
張
徳
川
家
と
の
関
わ
り
を
簡

単
に
解
説
し
ま
す
。

　

大
正
期
〜
現
在
ま
で
の
本
町
商

店
街
の
移
り
変
わ
り
を
、
地
図
と

写
真
で
紹
介
し
ま
す
。
単
に
こ
ち

ら
か
ら
話
を
す
る
だ
け
で
な
く
、

参
加
者
か
ら
の
情
報
（
「
こ
こ
に
は

こ
う
い
う
店
が
あ
っ
た
」
な
ど
）
を

も
ら
い
な
が
ら
進
め
ま
す
。

　

ご
み
の
分
別
、
出
し
方
、
廃
小

型
家
電
、
廃
食
用
油
や
古
着
の
拠

点
回
収
、
資
源
ご
み
集
団
回
収
活

動
助
成
事
業
に
つ
い
て
説
明
し
ま

す
。

　

思
わ
ぬ
事
故
や
災
害
に
よ
る
ケ

ガ
を
し
た
方
や
、
急
病
に
な
っ
た

方
へ
の
応
急
手
当
、
突
然
心
肺
停

止
に
な
っ
た
方
に
救
急
車
到
着
ま

で
最
低
限
の
救
命
処
置
（
心
肺
蘇

生
法
等
）
が
救
命
率
の
向
上
に
つ

な
が
る
重
要
性
に
つ
い
て
実
技
を

交
え
て
説
明
し
ま
す
。

　

一
般
住
宅
に
お
け
る
出
火
原
因

に
つ
い
て
、
ま
た
住
宅
用
火
災
警

報
器
の
設
置
に
よ
る
効
果
に
つ
い

て
説
明
し
ま
す
。

　

災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
防
災

に
つ
い
て
も
う
一
度
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

・
多
様
な
災
害
に
つ
い
て
（
30

分
）

・
津
波
に
つ
い
て
（
30

分
）　

・
机
上
訓
練
（
図
上
訓
練
）
の
実
施

（
60

分
）

　

携
帯
電
話
の
メ
ー
ル
機
能
を
利

用
し
た
「
北
海
道
防
災
情
報
シ
ス

テ
ム
」
や
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
、
Ｋ
Ｄ

Ｄ
Ｉ
（
a
u
）
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
の

携
帯
電
話
で
、
町
か
ら
避
難
勧
告

等
の
情
報
を
受
信
で
き
る
「
エ
リ

ア
メ
ー
ル
」
サ
ー
ビ
ス
を
説
明
し

ま
す
。

　

災
害
が
発
生
し
た
際
、
自
力
で

避
難
す
る
こ
と
が
困
難
な
高
齢

者
、
障
が
い
者
等
の
「
災
害
時
要

援
護
者
」
に
つ
い
て
、
町
内
会
で

で
き
る
避
難
支
援
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

　

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

方
策
の
一
つ
と
し
て
、
町
民
の
皆

さ
ま
と
の
意
見
交
換
を
通
じ
て
、

ま
ち
づ
く
り
に
関
心
を
持
っ
て
い

た
だ
き
、
ご
意
見
、
ご
提
案
を
ま

ち
づ
く
り
施
策
に
反
映
す
る
た
め

に
、
出
前
説
明
会
を
実
施
し
ま

す
。
各
団
体
や
グ
ル
ー
プ
の
総

会
、
会
合
の
場
に
町
職
員
が
出
向

い
て
説
明
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
お
呼
び
く
だ
さ
い
。

※
希
望
の
日
時
、
会
場
、
参
加
予

　

定
人
数
、
説
明
会
テ
ー
マ
を
事

　

前
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

（
テ
ー
マ
は
、
複
数
選
択
ま
た
は

　

下
記
以
外
の
テ
ー
マ
で
も
可
）

【
時
間
】
所
要
時
間
は
、
相
談
に

応
じ
ま
す
が
、
最
長
2
時
間
程
度

と
し
ま
す
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

・
政
策
推
進
課
協
働
推
進
係

　

☎
０
１
３
７
│
62
│
２
３
０
０

・
熊
石
総
合
支
所
地
域
振
興
課

　

☎
０
１
３
9
8
│
2
│
3
1
1
1

　

ま
ち
の
憲
法
と
も
呼
ば
れ
、
ま

ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
、
基
本
原

則
、
町
民
・
議
会
・
行
政
の
あ
り

方
、
町
民
参
加
な
ど
具
体
的
な

ル
ー
ル
を
定
め
る
自
治
基
本
条
例

に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

 　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
に
つ

い
て
、
交
付
金
額
の
算
定
基
準
や

申
請
方
法
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
社
会
を
担
う
次
世

代
の
た
め
に
、
男
性
・
子
ど
も
の

男
女
共
同
参
画
、
あ
ら
ゆ
る
暴
力

の
根
絶
や
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
け

る
政
策
・
方
針
決
定
へ
の
女
性
参

画
な
ど
を
重
視
し
て
策
定
さ
れ
た

第
2
次
八
雲
町
男
女
共
同
参
画
プ

ラ
ン
の
策
定
趣
旨
や
推
進
に
つ
い

て
説
明
し
ま
す
。

 

出前説明会を
実施します

お気軽にお呼びください

自
治
基
本
条
例
と
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

テーマ
1

木
彫
り
熊
誕
生
秘
話

テーマ
5

小
中
一
貫
型
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

・
ス
ク
ー
ル
に
つ
い
て

テーマ
4

テーマ
9

「
災
害
時
要
援
護
者
」
の

避
難
支
援
対
策
に
つ
い
て

テーマ
13

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成

に
つ
い
て

テーマ
2

尾
張
徳
川
家
と
八
雲
町
の

関
係
に
つ
い
て

テーマ
6

八
雲
町
本
町
商
店
街
の

移
り
変
わ
り

テーマ
7

ご
み
の
分
別
と
資
源
リ
サ

イ
ク
ル
に
つ
い
て

テーマ
8

八
雲
町
男
女
共
同
参
画
の

推
進
に
つ
い
て

テーマ
3

火
災
予
防
に
つ
い
て

テーマ
10

自
然
災
害
か
ら

　
　
　

身
を
守
る
た
め
に

テーマ
11

携
帯
電
話
メ
ー
ル
機
能
に
よ
る

「
防
災
情
報
シ
ス
テ
ム
」
と

「
エ
リ
ア
メ
ー
ル
」
の
受
信

登
録
に
つ
い
て

テーマ
12

心
肺
蘇
生
法
の

　
　
　

重
要
性
に
つ
い
て

広報 ���  12月号　14



　

自
宅
で
具
合
が
悪
く
な
り
、
救

急
車
を
呼
ぶ
「
も
し
も
」
の
と
き
の

安
全
・
安
心
を
確
保
す
る
た
め
配

付
し
て
い
る
「
や
く
も
安
心
キ
ッ

ト
」
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

　

認
知
症
の
方
々
や
そ
の
家
族
を

温
か
く
見
守
る
応
援
者
が
地
域
に

増
え
る
こ
と
を
目
的
に
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
実
施
し
、

認
知
症
に
関
す
る
知
識
や
支
援
方

法
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。
受
講

さ
れ
た
方
は
、
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
に
認
定
さ
れ
ま
す
。

　

高
齢
者
が
「
金
銭
の
管
理
が
大

変
に
な
っ
て
き
た
」
、「
訪
問
販
売

の
被
害
に
あ
っ
た
」
、「
虐
待
の
可

能
性
が
あ
る
」
な
ど
、
判
断
能
力

が
低
下
し
て
き
た
と
き
に
利
用
で

き
る
制
度
や
認
知
症
施
策
に
つ
い

て
説
明
し
ま
す
。

　　

足
腰
の
筋
力
低
下
を
防
ぐ
な

ど
、
介
護
が
必
要
な
状
態
に
な
ら

な
い
よ
う
、
介
護
予
防
の
知
識
を

講
話
や
実
技
（
百
歳
体
操
な
ど
）

を
交
え
て
説
明
し
ま
す
。

　

体
が
思
う
よ
う
に
動
か
な
く

な
っ
て
も
出
来
る
限
り
好
き
な
こ

と
や
役
割
を
も
ち
、
生
活
上
の

ち
ょ
っ
と
し
た
困
り
ご
と
を
サ

ポ
ー
ト
し
合
い
な
が
ら
、
住
み
慣

れ
た
地
域
や
家
で
の
生
活
を
続
け

ら
れ
る
よ
う
な
仕
組
み
づ
く
り
を

一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

 
町
が
実
施
し
て
い
る
検
診
や
健

康
づ
く
り
教
室
、
生
活
習
慣
病
予

防
の
た
め
の
健
康
法
に
つ
い
て
説

明
し
ま
す
。

　

介
護
保
険
制
度
（
仕
組
み
、
要

介
護
認
定
申
請
か
ら
サ
ー
ビ
ス
利

用
ま
で
の
流
れ
、
利
用
で
き
る

サ
ー
ビ
ス
、
介
護
保
険
料
に
つ
い

て
）
お
よ
び
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど

の
概
要
を
説
明
し
ま
す
。

　

日
常
生
活
の
中
で
の
疑
問
点
や

わ
か
ら
な
い
こ
と
が
多
い
現
代
社

会
。
図
書
館
に
あ
る
さ
ま
ざ
ま
な

資
料
を
元
に
、「
調
べ
る
」「
学
ぶ
」

た
め
に
ど
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
ら
れ
る
か
説
明
し
ま
す
。

　

総
合
病
院
が
も
っ
て
い
る
医
療

に
関
す
る
知
識
や
技
術
力
（
薬
・

食
事
・
検
査
・
リ
ハ
ビ
リ
・
レ
ン

ト
ゲ
ン
・
看
護
・
介
護
に
関
す
る

こ
と
な
ど
）に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

  
居
住
機
能
や
医
療
・
福
祉
・
商

業
、
公
共
交
通
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま

な
都
市
機
能
の
誘
導
に
よ
り
、
一

定
の
人
口
密
度
を
維
持
し
な
が
ら

コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
と
公

共
交
通
の
確
保
を
図
り
、
持
続
可

能
な
都
市
づ
く
り
を
推
進
し
て
い

く
た
め
の
立
地
適
正
化
計
画
に
つ

い
て
概
要
を
説
明
し
ま
す
。

行
政
評
価
に
つ
い
て

テーマ
30

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座

テーマ
15

介
護
予
防
、
介
護
の
知
識

に
つ
い
て

テーマ
17

八
雲
総
合
病
院
の
情
報

　
　
　
　

発
信
に
つ
い
て

テーマ
22

介
護
保
険
制
度
・

福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

テーマ
20

暮
ら
し
に
役
立
つ
図
書
館

テーマ
21

　

空
家
な
ど
は
地
域
の
住
民
へ
与

え
る
影
響
が
大
き
い
こ
と
か
ら
重

要
な
政
策
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
八
雲
町
空
家
等
対
策
計
画
に

基
づ
き
、
空
家
等
の
除
却
ま
た
は

改
修
に
要
す
る
費
用
の
一
部
を
補

助
す
る
交
付
要
綱
に
つ
い
て
説
明

し
ま
す
。

　  

衛
生
的
で
快
適
な
生
活
環
境
を

築
き
、
河
川
や
海
な
ど
の
自
然
環

境
を
守
る
た
め
の
水
洗
化
に
つ
い

て
、
ま
た
、
下
水
道
整
備
区
域
外

に
お
け
る
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置

の
補
助
制
度
に
つ
い
て
説
明
し
ま

す
。

  
農
業
者
年
金
制
度
に
つ
い
て
説

明
し
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
の
特
定
健
診
に

つ
い
て
、
健
康
増
進
を
目
的
と
し

て
、
特
定
健
診
の
内
容
や
、
特
定

健
診
を
受
け
る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト

な
ど
を
説
明
し
ま
す
。

　

健
康
を
維
持
す
る
た
め
に
日
常

か
ら
気
を
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
や
家
で
簡
単
に
で
き
る
ス

ト
レ
ッ
チ
な
ど
実
技
を
交
え
な
が

ら
説
明
を
し
ま
す
。

　

2
0
3
0
年
度
末
開
業
予
定
の

新
八
雲
（
仮
称
）
駅
の
周
辺
整
備
に

つ
い
て
、
基
本
計
画
の
概
要
や
今

後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
説
明
し

ま
す
。

　

町
民
の
意
見
を
積
極
的
に
聴
取

す
る
特
定
事
務
事
業
を
設
け
、
担

当
課
が
多
様
な
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。

生
活
習
慣
病
予
防
に

　
　
　
　
　
　
　

つ
い
て

テーマ
19

生
活
支
援
体
制
整
備
事
業

に
つ
い
て

テーマ
18

立
地
適
正
化
計
画
の

　
　
　
　

概
要
に
つ
い
て

テーマ
23

農
業
者
年
金
制
度
に

　
　
　
　
　
　
　

つ
い
て

テーマ
26

国
民
健
康
保
険
の
特
定
健

診
に
つ
い
て

テーマ
27

水
洗
化
・
合
併
処
理
浄
化

槽
の
設
置
に
つ
い
て

テーマ
25

空
家
等
対
策
支
援
補
助
金

に
つ
い
て

テーマ
24

健
康
的
に
生
き
よ
う
！

テーマ
28

北
海
道
新
幹
線
新
八
雲
（
仮
）
駅

の
周
辺
整
備
に
つ
い
て

テーマ
29

高
齢
者
の
権
利
を
ま
も
る

制
度
に
つ
い
て

テーマ
16

安
心
は
冷
蔵
庫
か
ら

や
く
も
安
心
キ
ッ
ト
に
つ
い
て

テーマ
14
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入札（見積合わせ）結果（10月16日～11月15日）1，000，000円以上 単位：（円）

㈱城北工業

北海建業㈱

東陽建設㈱

㈱吉川建設

㈲角栄建設

原田・田中特定建設工事共同企業体

㈲イナミ電気工業

㈲蜂谷工業

9,614,000

14,377,000

18,832,000

6,424,000

5,478,000

60,797,000

8,030,000

11,572,000

9,416,000

13,926,000

18,150,000

6,215,000

5,313,000

60,500,000

7,700,000

11,300,000

R2.3.10

R2.3.13

R2.3.13

R2.3.6

R2.2.14

R2.3.13

R2.3.13

R2.3.13

中の橋修繕工事

出雲町C団地公営住宅解体工事（第1工区）

出雲町C団地公営住宅解体工事（第2工区）

出雲町C団地公営住宅解体工事（第3工区）

野田生団地公営住宅解体工事

教職員共同住宅豊河町新築工事（建築主体）

教職員共同住宅豊河町新築工事（電気設備）

教職員共同住宅豊河町新築工事（機械設備）

町営住宅入居者募集

請負業者名 予定価格 契約金額 工　期工　事　名（委託業務名）

【八雲地域】

団　　地　　名 建築年度 募集戸数 構造・間取・面積 家　　賃 浴　室

16,900円

16,500円

12,600円

21,600円

13,100円

25,200円

24,600円

18,800円

32,200円

19,500円

～

～

～

～

～

S56

S54

S53

H12

S53

1

1

2

1

1

風呂場

風呂場

風呂場

ユニットバス

風呂場

１棟6戸2階建 3DK 67.68G

１棟6戸2階建 3DK 69.66G

１棟6戸2階建 3DK 63.86G

１棟１０戸重ね建（2F） 2LDK 104.84G

１棟4戸2階建 3DK 63.86G

出雲町A団地（出雲町60－6）

三杉町団地（三杉町25－18）

野田生団地（野田生463－1）

落部団地（落部839－2）

落部団地（落部842－4）

※家賃は、入居者の収入により家賃欄の範囲内の金額で決まります。
※浴室欄に「風呂場」とある場合は、浴槽、風呂釜等は入居者が用意する住宅もあります。
□詳しくは、建設課管理係または熊石総合支所地域振興課までお問い合わせください。
□申し込みは、八雲地域、熊石地域ともに12月16日（月）までに、町営住宅入居用の所得証明書および住民票を添付し、
　町営住宅入居申込書および個人情報の収集に関する同意書を提出してください。

【熊石地域】 公営住宅の空き部屋を支障のない限り「みなし特定公共賃貸住宅（収入要件などを特定公共賃貸住宅まで拡大した住宅）」として入居が可能です。

H15他

S50他

H6

S62

S57

H9他

S61

H13

6

4

1

2

3

5

2

1

ユニットバス

風呂場

ユニットバス

風呂場

風呂場

ユニットバス

風呂場

ユニットバス

１棟4戸重ね建（2Ｆ） 2LＤＫ 59.31G

１棟1戸平屋建 3LＤＫ 60.14G

１棟4戸重ね建（1Ｆ） 3LＤＫ 70.32G

１棟6戸重ね建（1Ｆ・2F） 3LＤＫ 62.19G

１棟6戸重ね建（2F） 3LＤＫ 62.19G

１棟１０戸重ね建（2F） 3LDK 60.54G

１棟6戸重ね建（1F） 3LＤＫ 62.19G

１棟8戸重ね建（1F） 1LＤＫ 49.30G

16,300円

10,000円

18,800円

14,900円

14,200円

18,000円

15,000円

46,300円

～

～

～

～

～

～

～

～

24,300円

14,900円

28,000円

22,300円

21,100円

26,800円

22,300円

72,200円

折戸団地（熊石折戸町95－1）

相沼団地（熊石相沼町1－13）

泊川団地（熊石泊川町862－3）

平団地（熊石平町177）

根崎団地（熊石根崎町400－1）

雲石団地（熊石雲石町234）

鳴神団地（熊石鳴神町215）

平特公賃団地（熊石平町324－9）

団　　地　　名 建築年度 募集戸数 構造・間取・面積 浴　室家　　賃

　

下
水
道
や
合
併
処
理
浄
化
槽

は
、
衛
生
的
で
快
適
な
生
活
環
境

を
築
く
だ
け
で
な
く
、
河
川
や
海

な
ど
の
水
質
汚
濁
を
防
ぎ
、
自
然

を
守
る
た
め
の
重
要
な
施
設
で
も

あ
り
ま
す
。

　

ま
だ
下
水
道
に
接
続
し
て
い
な

い
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
す
み
や

か
に
下
水
道
へ
接
続
さ
れ
ま
す
よ

う
、
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
下
水
道
整
備
区
域
外
の

方
に
か
か
る
水
洗
化
に
つ
き
ま
し

て
は
、
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置

に
対
す
る
町
の
補
助
制
度
も
あ
り

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
下
水
道
へ
の
接
続
や
合

併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
に
つ
い
て

ご
検
討
さ
れ
て
い
る
方
、
ま
た

は
、
ご
不
明
な
点
な
ど
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
お
気
軽
に
左
記
の
相
談

窓
口
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

環
境
水
道
課
下
水
道
係

（
水
洗
化
相
談
窓
口
）

　

☎
０
１
３
７
│
63

│
２
０
２
０

水
洗
化
の
お
願
い
・

水
洗
化
相
談
窓
口
に

つ
い
て

広報 ���  12月号　16



〈
広
告
〉

〈
広
告
〉 八雲中学校制服（男女）
ご予約承っておりますY
お気軽にご相談下さい。
お電話、ご来店お待ちしております。

・キャッシュレス5％還元対象店舗
・「八雲町プレミアム商品券」取扱店

八雲町本町127  ☎0137－62－2377

ファッションライフ  や す だ

　

町
長
の
附
属
機
関
と
し
て
、
八

雲
町
の
産
業
経
済
、
福
祉
、
教
育

な
ど
住
民
福
祉
の
向
上
に
資
す
る

各
種
の
政
策
に
つ
い
て
総
合
的
に

審
議
し
、
意
見
を
具
申
す
る
委
員

会
で
す
。

【
日
時
】
12

月
20

日
（
金
）　

午
後
1
時
30

分

【
場
所
】

　

役
場
2
階
第
１
会
議
室

【
内
容
】

・
第
2
期
八
雲
町
総
合
計
画
評
価

（
平
成
30

年
度
実
施
分
）
に
つ
い

て
・
第
2
期
八
雲
町
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
・
総
合
戦
略
（
案
）
に
つ
い
て

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

政
策
推
進
課
企
画
係　

　

☎
0
1
3
7
―
62
―
2
3
0
0

　
　

　

町
民
の
健
康
保
持
、
増
進
、
健

康
寿
命
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
、
八
雲
町
健
康
増
進
計
画
の

策
定
等
を
行
う
委
員
会
で
、
今
年

度
は
計
画
の
中
間
評
価
お
よ
び
見

直
し
を
行
い
ま
す
。

【
日
時
】
12

月
26

日
（
木
）

午
後
2
時

【
場
所
】
シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ザ

【
内
容
】

・
計
画
（
案
）
に
つ
い
て

・
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
実
施

　

に
つ
い
て

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

保
健
福
祉
課
健
康
推
進
係

　
　
　

（
シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ザ
内
）

　

☎
0
1
3
7
―
64
―
2
1
1
1

　町民の皆様の声を広く聴き、町民主体の自治を実現することを目的に、

平成22年4月1日に八雲町自治基本条例が制定されました。

　このコーナーでは各種審議会などの委員公募や会議の開催案内、パブリックコメントの実施

についてお知らせします。

　詳しくは、各担当課へ問い合わせていただくか、町のホームページをご覧ください。

八雲町自治基本条例コーナー
八雲町の「まちづくり」に

参加しませんか？

ふるさと納税の状況
10月末現在（累計 平成31年4月～令和元年10月）

寄附件数 38,801件

寄附金額 566,125,000円

八
雲
町
総
合
開
発
委
員
会

を
開
催
し
ま
す

八
雲
町
健
康
増
進
計
画
策

定
委
員
会
を
開
催
し
ま
す

町
民
意
見
の
公
募
結
果

○
使
用
料
お
よ
び
手
数
料
の

　
　
　
　
　
　

改
正
に
つ
い
て

　
　
　
　

以
上
の
結
果　

0
件

○
し
尿
お
よ
び
浄
化
槽
汚
泥
処

　

理
手
数
料
の
設
定
に
つ
い
て

　
　
　
　

以
上
の
結
果　

0
件

○
八
雲
町
浄
化
槽
設
置
に
関
す

　

る
補
助
金
等
条
例
の
一
部
改

　

正
に
つ
い
て

　
　
　
　

以
上
の
結
果　

0
件

会議を公開で
行います

皆様の傍聴を
お待ちして
います

　　　　　  のお仕事は、デイケアご利用者の行き帰

りの送迎業務で普通運転免許にて可能なお仕事です。

送迎運転手

　　　　　  のお仕事は、入所者様の見守りや食後の

片付けやお掃除、趣味活動や入浴後の身だしなみのお

手伝いなど介護の補助的な業務を担っていただくお仕

事です。ご興味のある方はお問い合わせ下さい。

介 護 助 手

送迎運転手／介護助手募集

ハローワークでも

確認ができます。
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お
知
ら
せ

○
八
雲
総
合
病
院

　

12

月
8

日
、
15

日
、
22

日
、
29

日
、

　
　
　

30

日
、
31

日

　

令
和
2
年
1
月
1
日
、
2
日
、

　
　
　

3
日
、
5
日
、
12

日
、
13

日

　

1

0
1
3
7
│
63

│
2
1
8
5

・
八
雲
町
役
場

　

午
前
10

時
〜
11

時
45

分

　

午
後
1
時
〜
4
時
30

分

INFORMATION

情報
くらしの

町
の
花

ひ
ま
わ
り

日
曜
・
休
日
当
番
医

献
血
車
ひ
ま
わ
り
号

　
　
　
　

12
月
25
日
（
水
）

【
日
時
】

　

12

月
13

日
（
金
）
、
27

日
（
金
）

　

午
後
1
時
〜
4
時
（
相
談
30

分
）

※
予
約
制
・
先
着
順

　

午
後
3
時
ま
で
に
新
た
な
受
付

が
な
い
場
合
は
終
了
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

【
会
場
】
は
ぴ
あ
八
雲

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

函
館
弁
護
士
会

　

☎
0
1
3
8
│
41
│
0
2
3
2

相　
　

談

函
館
弁
護
士
会
に
よ
る

　
　
　
　

無
料
法
律
相
談

◎
令
和
元
年
度　

工
事
整
備

対
象
設
備
等
の
工
事
ま
た

は
整
備
に
関
す
る
講
習

【
講
習
日
時
・
区
分
】

・
警
報
設
備　

3
月
5
日
（
木
）

・
避
難
設
備
・
消
火
器

　
　
　
　
　
　

3
月
6
日
（
金
）

【
受
付
期
間
】

　

11

月
18

日
（
月
）

　
　
　

〜
12

月
11

日
（
水
）

【
講
習
会
場
】

　

函
館
市　

サ
ン
・
リ
フ
レ
函
館

（
函
館
市
大
森
町
2
番
14

号
）

　

☎
0
1
3
8
│
23

│
2
5
5
6

【
問
い
合
わ
せ
先
】

・
八
雲
消
防
署　

予
防
課

　

☎
0
1
3
7
│
63
│
2
6
8
6

・
熊
石
消
防
署

　

☎
0
1
3
9
8
│
2
│
3
3
9
3

◎
臨
時
調
理
員
を募

集
し
ま
す

　

八
雲
総
合
病
院
で
は
、
次
の
と

お
り
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

次
の
場
所
に
備
え
付
け
の
申
込

署
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
写
真

を
貼
り
八
雲
総
合
病
院
庶
務
係
ま

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
申
込
書
上
部
の
「
八
雲

町
職
員
（　

）
採
用
申
込
書
」
の

（　

）
内
に
、
職
種
を
記
載
し
て

く
だ
さ
い
。

【
申
込
用
紙
取
得
場
所
】

　

総
合
病
院
庶
務
課
庶
務
係
、
総

務
課
人
事
厚
生
係
、
落
部
支
所
、

熊
石
総
合
支
所
、
相
沼
泊
川
出
張

所
ま
た
は
函
館
公
共
職
業
安
定
所

八
雲
出
張
所

※
申
込
書
は
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

【
募
集
人
員
】
1
名 

【
勤
務
場
所
】
八
雲
総
合
病
院

【
採
用
予
定
日
】

　

令
和
2
年
2
月
1
日 

【
賃
金
】
日
額
6
，
8
0
0
円 

【
特
別
賃
金
】

　

98

日
分
（
た
だ
し
、
1
年
目
に

つ
い
て
は
減
額
と
な
り
ま
す
）

八
雲
総
合
病
院
か
ら
の

　
　
　
　
　
　

お
知
ら
せ

消
防
整
備
士
講
習
の

　
　
　
　
　
　

お
知
ら
せ

【
勤
務
時
間
】

　

午
前
9
時
〜
午
後
5
時
30

分

（
4
週
8
休
、
早
出
・
遅
出
・
土

日
祝
日
勤
務
有
り
） 

【
保
険
等
】

　

健
康
保
険
・
厚
生
年
金
・
雇
用

保
険
・
労
災
保
険
に
加
入 

【
受
験
資
格
】

　

調
理
師
免
許
の
有
無
に
つ
い
て

は
問
い
ま
せ
ん
。 

【
試
験
内
容
】

・
書
類
選
考　

・
面
接
試
験

【
試
験
予
定
日
】

　

書
類
選
考
の
う
え
、
別
途
通
知

し
ま
す
。 

【
受
付
期
間
】

　

令
和
2
年
1
月
10

日
（
金
）
ま
で

【
受
付
時
間
】

　

午
前
8
時
30

分〜
午
後
5
時
15

分

（
平
日
の
み
）

※
郵
送
の
場
合
は
当
日
消
印
有
効

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

八
雲
総
合
病
院
庶
務
課
庶
務
係

　

☎
0
1
3
7
│
63
│
2
1
8
5

募　
　

集

試
験
・
講
習

〈
広
告
〉
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■
北
海
道
で
は
農
業
や
漁
業
が
盛
ん
で
、
季
節
労
働
を
さ
れ
て
い
る
方
も
多
く
い
ら
っ

し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。

■
季
節
に
よ
っ
て
仕
事
の
繁
閑
が
あ
る
場
合
に
、
特
定
の
季
節
だ
け
雇
わ
れ
て
働
く
労

働
者
の
こ
と
を
、
季
節
労
働
者
と
い
い
ま
す
。
例
え
ば
、
農
家
の
方
が
都
市
部
に
出

稼
ぎ
に
行
っ
た
り
、
逆
に
農
場
な
ど
で
季
節
労
働
者
を
雇
用
し
た
り
も
す
る
か
と
思

い
ま
す
。

■
季
節
労
働
者
に
つ
い
て
は
、
就
労
の
機
会
が
確
保
さ
れ
て
お
ら
ず
、
権
利
主
張
な
ど

を
す
る
と
、
次
年
度
の
採
用
に
影
響
し
て
し
ま
う
お
そ
れ
が
あ
る
た
め
、
不
当
な
扱

い
を
受
け
て
い
る
ケ
ー
ス
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

■
季
節
労
働
者
の
と
れ
る
一
番
の
防
衛
策
は
、
雇
用
契
約
の
締
結
時
に
、
雇
用
契
約
の

内
容
を
キ
チ
ン
と
確
認
す
る
こ
と
で
す
。
具
体
的
に
は
、
期
間
の
定
め
の
有
無
、
労

働
時
間
お
よ
び
休
日
な
い
し
出
勤
日
の
定
め
、
給
与
の
支
払
い
方
法
、
社
会
保
険
の

適
用
の
有
無
な
ど
で
す
。
雇
用
す
る
側
に
お
い
て
は
、
労
働
条
件
の
明
示
は
、
労
働

基
準
法
上
の
義
務
で
あ
る
と
、
知
っ
て
お
い
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
（
季
節

労
働
者
は
、
法
的
に
言
え
ば
、
非
正
規
雇
用
に
該
当
し
ま
す
。
労
働
法
の
保
護
は
、

当
然
非
正
規
雇
用
の
労
働
者
に
も
適
用
が
あ
り
ま
す
）。

■
通
常
、
労
働
条
件
の
明
示
は
、
雇
入
れ
通
知
書
の
交
付
を
も
っ
て
な
さ
れ
ま
す
。
し

か
し
、
こ
の
交
付
が
な
さ
れ
て
い
な
い
ケ
ー
ス
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

■
就
労
の
機
会
の
保
障
が
さ
れ
て
い
な
い
季
節
労
働
者
に
、
権
利
主
張
を
せ
よ
と
求
め

る
こ
と
が
酷
だ
と
い
う
こ
と
も
わ
か
り
ま
す
。
こ
の
問
題
は
、
む
し
ろ
法
曹
関
係
者

等
の
課
題
で
あ
る
と
、
自
戒
も
込
め
て
本
稿
を
執
筆
し
ま
し
た
。

■
当
事
務
所
で
は
、
各
種
法
律
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
一
定
の
資
力
要
件
を
満

た
す
方
は
、
3
回
ま
で
無
料
の
法
律
相
談
を
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
少
し
で
も
気

に
な
る
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ぜ
ひ
「
法
テ
ラ
ス
八
雲
法
律
事
務
所

（
☎
0
5
0
―
3
3
8
3
―
8
3
6
6
）
」
ま
で
相
談
予
約
の
お
電
話
を
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。
ま
た
、「
法
テ
ラ
ス
江
差
法
律
事
務
所
（
☎
0
5
0
―
3
3
8
3
―
5
5
6
3
）
」

で
も
、
ご
相
談
を
承
っ
て
い
ま
す
の
で
あ
わ
せ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

法
テ
ラ
ス
八
雲
通
信
vol.

90

八雲警察署からお知らせ

【問い合わせ先】函館方面八雲警察署　 10137－64－2110

飲酒運転の根絶「大丈夫？　昨日のお酒も　気を付けて」八雲警察署からのお願いです

忘年会シーズンを迎え、飲酒する機会も増えると思いますが、
飲酒運転は絶対にやめましょう

・飲酒運転は悪質な犯罪！

　飲酒運転は、悲惨な交通事故を引き起こす悪質、危険な運転行為です。お酒を飲むとわずかな量でも運転に大きな影

響を及ぼし、重大事故を起こす可能性が高まります。

　二日酔いでの運転も「飲酒運転」です。少しでも身体にアルコールが残っているようなら、運転は絶対にやめましょう。

　皆さん一人一人が｢飲酒運転をしない、させない、許さない」ことを強く意識して、地域全体で飲酒運転を根絶しましょ

う。

・飲酒運転は、運転者以外も処罰の対象！

　飲酒運転は、運転者だけではなく、周りの人にも重い処罰があることを知っていますか。 

　車を運転する恐れのある人にお酒を提供したり、お酒を飲んでいる人に車を提供したり、飲酒運転の車に同乗すると、

たとえお酒を飲んでいなくても処罰の対象になります。

・｢ハンドルキーパー運動」で飲酒運転を防止！

　ハンドルキーパー運動とは、仲間と車で飲食店に行く場合、あらかじめお酒を飲まない人（ハンドルキーパー）を決め、

その人が仲間を自宅まで送り届けることです。

　お酒を提供するお店の方は、「お客さんが車で来店していないか」、「車で来店している場合は、ハンドルキーパーは誰

なのか」を確認して、飲酒運転を防止しましょう。

・飲酒運転情報の提供！

　北海道警察では、悪質な飲酒運転を根絶する目的で、「飲酒運転ゼロボックス」を運用しています。「今まさに、飲酒

運転をしそう！している！」などの情報をメールでも受付しています。皆さんの周囲の人が飲酒運転による交通事故の被害

に遭わないように、ぜひ飲酒運転に関する情報、または飲酒運転根絶に向けたアイディアをお寄せください。ただし、すぐ

に対応が必要な場合は、110番通報をしてください。

季
節
労
働
者
の
問
題
に
つ
い
て

法
テ
ラ
ス
八
雲
法
律
事
務
所　

弁
護
士　

坪
井　

清
隆

（
函
館
弁
護
士
会
所
属
）
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みんなの年金ガイド
国民年金保険料は口座振替が
お得です

◆問い合わせ先　　請求手続きや届け出など　ねんきんダイヤル 10570－05－1165

　　函館年金事務所　・加入手続きや納入相談など（国民年金課）

　　　　　　　　　　・障害年金の請求手続きなど（お客様相談室）

　　役場窓口　　　　　住民生活課社会係（窓口５番） 10137－62－2112（内線245）

　　　　　　　　　　　熊石総合支所住民サービス課 101398－2－3111

番号のかけ間違いにご注意ください

詳しくは、お近くの「年金事務所」へおたずねください

10138－82－8002
※アナウンスに従いおかけください。

知っ
て

おき
たい

年金相談は完全予約制です。ご希望の方は、住民生活課社会係までご連絡願います。

○国民年金保険料の口座振替（国民年金前納割引制度）について

　国民年金保険料の口座振替を利用することで、振替方法に応じて保険料が割引されます。

　また、保険料の支払い忘れを防ぐことができます（保険料の納め忘れや未納の状態で、万一、不慮の

事故が発生すると、障害基礎年金や遺族基礎年金を受け取られなくなる可能性があります）。

○振替方法別割引額（令和元年度分）

※令和２年度分の保険料割引額および保険料の振替日等については、変更になる可能性があります。

【口座振替の申込方法・期限（令和2年度分）】 

・２年前納、１年前納および６ヶ月前納（４月～９月分までの保険料）の申込期限は、令和２年２月末

までです（期限を過ぎて申し込んだ場合、翌年分から振替となります）。

・６ヶ月前納（10月～翌年３月分までの保険料）の申込期限は、令和２年８月末までです。

※申込期限は役場への提出期限ではなく年金機構での事務処理完了の期限ですので、必ず余裕をもっ

てお申し込みください。

・当月末振替および翌月末振替の申し込みは、随時受付しています。

※令和元年度分の保険料の２年前納、１年前納および６ヶ月前納の申し込みは、すでに終了しています。

※国民年金保険料の一部免除を受けている方は、口座振替をご利用いただけません。

【申込先・必要書類など】

・申込先　住民生活課社会係・落部支所・熊石総合支所住民サービス課

・必要書類　年金手帳や年金定期便など基礎年金番号が確認できるもの、金融機関の預貯金通帳（口座

番号など記入時に使用します）、金融機関の届出印

２年前納

１年前納

６ヶ月前納

当月末振替

翌月末振替

振替方法

379,640円

192,790円

97,340円

16,360円

16,410円

1回当たりの納付額

15,760円

4,130円

1,120円

50円

なし

割引額

－

8,260円

4,480円

1,200円

なし

2年分に換算した割引額

5月7日

5月7日

5月7日・10月31日

当月末

翌月末

振　替　日

今月の年金相談

12月12日（木）

10:30～12:00

13:00～15:30

役場第1・2会議室

完全予約制
次回は1月16日（木）です。
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戸
籍
の
窓

この広報の製作費は、１部あたり65円です。

■ 男 １7,977人 （－ 1人）

■ 女 １8,380人 （－１ 3人）

■合計 16,357人 （－ 4人）

■世帯 １8,458戸 （＋ 10戸）

10月末日現在住民基本台帳調べ

前月対比

世帯と人口 健　康　メ　モ

《 八 雲 地 域 》

12：30

９：30

９：30

９：30

12：30

13：15

13：15

13：45

10：00

10：00

９：45

シ ル バ ー プ ラ ザ

３ カ 月 健 診

６ カ 月 相 談

９カ月・乳児相談

１ 歳 児 相 談

１歳６カ月健診

３ 歳 児 健 診

５ 歳 児 健 診

歯科検診・フッ素塗布

ほっとママの会

母 親 学 級

離 乳 食 教 室

◆
乳
幼
児
・
母
子
関
係

シ ル バ ー プ ラ ザ

八 雲 総 合 病 院

（ 泌 尿 器 科 外 来 ）

八雲ユーラップ医院

シ ル バ ー プ ラ ザ

ＢＣＧ・水 痘

ＭＲ（麻疹・風疹）

日 本 脳 炎

B 型 肝 炎 ・

ヒ ブ ・

小児用肺炎球菌・

四 種 混 合

◆
予
防
接
種

15：30

要予約

15：30

15：30

《 熊 石 地 域 》

※日本脳炎予防接種の詳細については、個別案内通知にてご確認
　ください。
※三種混合・ポリオワクチンの予防接種について、接種を希望さ
　れる場合は、保健福祉課までご連絡ください。
※健診や予防接種の際、お子さんやご家族の方に発熱や下痢、ひ
　どい咳等、体調不良の場合は事前にご相談ください。

【問い合わせ先】保健福祉課（シルバープラザ内）
 10137―64―2111

母 子 健 康 セン ター

シ ル バ ー プ ラ ザ

乳 幼 児 相 談

乳幼児歯科検診

3 カ 月 健 診

1歳6カ月健診

3 歳 児 健 診

5 歳 児 健 診

◆
乳
幼
児
関
係

10：00

10：30

12：30

12：30

13：15

13：15

熊 石 国 保 病 院

ヒブ・肺炎球菌

四 種 混 合

Ｂ 型 肝 炎

水 痘

二 混

Ｍ Ｒ

日 本 脳 炎

◆
予
防
接
種

13：00

内 　　容
日　　　程

会　　　　場
受付

時間1 月12 月

内 　　容
日　　　程

シルバープラザでは、健康相談を随時行っています。
ご来館やお電話等、お気軽にご相談ください。

会　　　　場
受付

時間1 月12 月

29日（水）

16日（木）

29日（水）

16日（木）

４日（水）

４日（水）

25日（水）

12日（木）

25日（水）

12日（木）

【問い合わせ先】熊石総合支所住民サービス課
 101398―2―3111

25日（水）

17日（火）

17日（火）

18日（水）

12日（木）

25日（水）

12日（木）

18日（水）

13日（金）

13日（金）

７日（火）

17日（金）

21日（火）

29日（水）

21日（火）

21日（火）

15日（水）

16日（木）

29日（水）

16日（木）

17日（金）

22日（水）

◆
成
人
関
係

13：30

13：00

13：00

八 雲 保 健 所精神保健専門相談

※小学生以上は13時30分～13時45分の受付となります。

※1月の乳幼児相談、歯科検診はお休みです。

12日（木）

26日（木）

26日（木）

26日（木）

26日（木）

26日（木）

26日（木）

※精神保健相談は予約が必要です。希望する方は、実施日の前の
　週の金曜日までに八雲保健所までご連絡ください。

【問い合わせ先】八雲保健所 10137―63―2168

２日（月）

９日（月）

16日（月）

23日（月）

３日（火）

６日（金）

17日（火）

13：30～
13：45

30日（木）

30日（木）

30日（木）

30日（木）

30日（木）

６日（月）

20日（月）

27日（月）
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